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1
　ドイツの大学におけるユダヤ人問題は，1810年前後にドイッの諸領邦国
家が連鎖的に打ち出したユダヤ人解放令を境目に新しい局面を迎えた。18
世紀のドイッ啓蒙主義思想（とくにドームのユダヤ人解放論ω），フランス
革命によるフランス・ユダヤ人の解放，それに次ぐナポレオン軍のドイッ全
土の革命的な占領政策，こうした時代気運による影響と外圧のもとに，ドイ
ツの各領邦国家でも，例えばバーデンでは1808年に，プロイセンでは1812
年に，バイエルンでは1813年に，というふうに相次いでユダヤ人の市民的
同権を認める勅令・法令が出された（2）。
　ユダヤ人への市民的権利の付与は（総じて19世紀全般を通じて，その法
的な不備と不徹底さは免れなかったにせよ），ドイツ史においても，ドイツ
　ユダヤ人の歴史にとっても，封建的な身分社会から近代市民社会への転換
を示す画期的な出来事であった。ユダヤ人の解放によって，ユダヤ系ドイツ
人（Deutsche　jUdischer　Herkunft），所謂ドイツ・ユダヤ人（Deutsch－
Juden）は，日常生活のレベルで言うなら，もはやユダヤ人特有の衣服と目
印を着用せねばならぬ屈辱的な習慣を免れることができたし，また向学心に
燃える若いユダヤ人に，従来のような特別の制限なしに，大学で学ぶ機会が
与えられた（3）。
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　ユダヤ人のドイツの大学への入学は，古くは17世紀の後半から医学部に
のみ限って特例的な措置によって，ごく少数のユダヤ人（とりわけ「医師一
族」Arztedynastienの子弟）にだけ認められていた。18世紀の啓蒙主義時
代になって，やっと医学専攻以外に僅かながらユダヤ人の入学が認められた
が，19世紀初頭のユダヤ人解放に至るまでは，ユダヤ人の若者の圧倒的多
数は大学の世界から閉め出されていた。ましてやユダヤ人の大学教師となる
と，その存在は九牛の一毛にも等しかった。
　ユダヤ人解放は，なるほどユダヤ人の大学入学を可能にした。しかし古代
から中世全般を通じて普く広がっていた抜き難い周知のユダヤ人憎悪
（JudenhaB）と，遥か後年のホロコーストにまで至るウルトラ・ナショナル
な反セミティズム（Antisemitismus）は，新たに登場したユダヤ人学生に
向けられ，かれらの学生生活においても，大学卒業後の就職においても，諸
種の排他的・差別的な制約や妨害を加えた。例えば，特に決闘規約をもつプ
ルシェンシャフト（Burschenschaften）や，排他性の一際強いコーア
（Corps）などの結社的な学生団体（Korporationen／Verbindungen）は，ユ
ダヤ人学生の加盟を絶対に認めなかったし，大学での研究・学習によって得
た教養と専門知識をもったユダヤ人，所謂ユダヤ人アカデミカー
（JUdische　Akademiker）は，官職への道が閉ざされた上に，かれらの専門
知識に見合った職種にも地位にもありつくことはできなかった。
　ユダヤ人解放によるユダヤ人の大学開放は，なるほど若いユダヤ知識人層
にドイツの精神文化と教養市民層のエートスへの同化を，言うなれば，精神
的なドイッ・ユダヤの共生（Symbiose）を比較的容易に可能にした。だが
大学開放によるユダヤ知識人層の増大は，強制的な改宗という屈辱をあえて
してまでも然るべき職業と地位を求めた若いユダヤ人の教養エリー°トたち
を，絶望と懊悩の淵に突き落とすのに役立った（ハイネやベルネを想起する
だけで十分だろう）。
　解放後のユダヤ人アカデミカー層に一際重くのしかかった冷い風は，とり
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わけ大学の教職を志して学位を得たあと，所定の大学教授資格（Habilita－
tion）を取得して無給の私講師（Privatdozent）に採用された若いユダヤ人
学者に最も強く向けられた。かれらには私講師以上の昇進は殆ど期待できな
いままに，偶然の幸運に恵まれて正教授職を射止めた僅かばかりのユダヤ人
教授を除けば，大半は生涯私講師のまま大学生活を終えるか，教授職への昇
進に見切りをつけて別途に転身を図るかの運命に見舞われさるをえなかっ
たω。社会民主党員としての学外活動を省められて私講師の職を解任させら
れたベルリン大学のレオ・アーロンス（所謂「アーロンス事件」の当事老）
や（5），56歳にしてやっと（ベルリンから見れば辺境とも言える）シュトラー
スブルク大学の正教授職を占めるに至った有名中の有名な哲学者・社会学者
のゲオルク・ジンメルなど，ごく僅かな例でしかないが，マクス・ヴェーバ
ーの言う”Hasard“（賭）にも等しい大学教授への就任昇格人事で，いかに
多くの有為なユダヤ人学徒がどれほど深い屈辱と敗北感に耐え，傷心にあえ
ぎ，不運をかこち，その上に「ユダヤ的自己憎悪」⑥に苛まされたであろう
かを想うと，最も理性的であるべき大学が，何と反ユダヤ主義の最強の牙城
ではなかったか，という感慨を禁じ得なくなる。
　解放後に大学教授への道を志したユダヤ人アカデミカーの経歴調査は，ド
イツの大学の恥部とも言うべき反ユダヤ主義的側面を暴き出すだけにとどま
らずに，ユダヤ人教師をめぐる「解放」「同化」と「反ユダヤ主義」との絡
み合ったドイツ独自の大学像を浮き彫りにするであろう。ここで一言つけ加
えれば，ドイツの大学におけるユダヤ人問題の論述に，ドイッ史研究で支配
的なプロイセン中心史観に立って，ベルリン大学におけるユダヤ人問題を基
礎にして展開するのは，この場合必ずしも適切ではない。
　周知のようにベルリソ大学は，新人文主義的教育理念に基づく新構想の大
学として創設され（1810），瞬く間にドイツ全大学のモデルとしての地位を
獲得した。ベルリン大学は近代的な大学理念（大学の自由，研究と教授の統
、・学問による人間形成などなど）を提示するとともに，大学改革を促進
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し，ドイッの大学の学術的生産レベルを飛躍的に高める機縁を作った（7）。そ
の功績は勿論高い評価に値いする。だが，ユダヤ人解放の実現とほぼ同時の
新設大学を大学におけるユダヤ人問題検証の基点とするにしては，ベルリン
大学は前史を持たない。解放後のユダヤ人問題は，歴史的累積物として未解
決のままに残された中世以来のユダヤ問題の近代市民社会という新しい局面
における表現であると考えれば，ベルリン大学に固執することはできない。
ベルリン大学は，何といっても大学におけるユダヤ人問題討議の前提をなす
後背地としての中世を持たないからである。従ってこの課題は，17世紀後
半以降ユダヤ人の大学入学者が比較的多かったフランクフルト・アン・デア
　ォーダー（創立年1506）とか，ハレ（同1694）など，歴史の古さを誇る
大学に優位を認めるに如くはなかろう。
　我々は大学におけるユダヤ人教師の問題を，ドイッ最古の（ド・イッ語圏で
は三番目に古い）ハイデルベルク大学（1386年創立）において眺めてみた
い（8）。
2
　ドイツ最古の大学として知られるハイデルベルク大学は，1386年，プフ
ァルッ伯・選帝候ルプレヒトー世（在位1353－90）により，パリ大学を模範
として創設された。ハイデルベルク大学の成立史と発展史については今ここ
で詳述するのは避けるとして，同大学が発足当初から同地に定住するユダヤ
人の運命と奇妙な因縁で結び付けられていたことに留意したい。
　ルプレヒトー世が在位中に領内のユダヤ人に好意的な態度で対応したこと
については，種々語り伝えられている。かれの甥で継承者のルプレヒトニ世
（在位1390－98）治政下の1391年に，プファルツからのユダヤ人の大量追放
という後々にまで尾を引くことになる事件が起こった。その結果，ユダヤ人
固有の財産である会館，家屋敷，更にはユダヤ人地区の宗教的・社会的中心
　　　　　　　　　　　　　ハイデルベルク大学のドイツ・ユダヤ人教師　87
であるシナゴーグまでもが，新設問もない大学に委譲されることになった。
そのため，大学は最初の敷地の中心を古いユダヤ人街（現在のDreik6nig－
straBe）の周辺地区に置くことになった。16世紀にはその地区にあった教養
学科生寮，シュヴァーベン学生寮，マリア礼拝堂に衣替えした以前のシナゴ
ークなどの諸施設が大学の所有に帰した。
　カトリック的中世と近代初頭においては，ユダヤ教徒の学者が大学の講壇
に席を占めることは殆ど不可能であった。大学教員の空席を埋める際の決定
は，スコラ学派の激しい派閥闘争の末に決着がつけられた。宗教改革時代に
入ると，プロテスタソトのルター派とカルヴァン派とカトリックの三つ巴の
混戦の結果いかんが決め手となった。1561年，フリードリヒ三世（在位
1559－76）の時代に，改宗したユダヤ人トレメリウス（lmmanuel　Tremel－
lius　1510－80）がハイデルベルク大学の旧約聖書担当の神学教授に招聴され
た。かれは何度かの迫害を体験してハイデルベルクに辿り着き，そこで教授
に任命された。ところがその後一年しか経たぬうちに，しかもドイッ語能力
が不十分であったにもかかわらず，かれは副学長に選ばれた。ところがトレ
メリウスは，他の二名の神学教授とともに，三名そろってカルヴァン教徒で
あるという理由から，熱心なルター教徒である選帝侯ルートヴィヒ六世（在
位1576－83）によって，1577年，大学から追放されてしまった。トレメリウ
スは，ハイデルベルクでユダヤ人最初の教授・副学長という名誉ある地位を
失い，メッツに逃れて，そこのアカデミー・セダンでヘブライ語の教授とな
った（9）。
　1652年，時のプファルッ選帝侯カール・ルートヴィヒ（在位1633－80）
は・ユダヤ人に対する寛容政策のために，同時代のユダヤ人著述業者たちか
ら称賛されたことに気を好くしてか，大学側の反対を押し切って，フライブ
ルク出身の医師ヤーコプ・イスラエル（Jakob　Israel）を非改宗のままハイ
アルベルクの正教授に招聴した。30年戦争後，選帝侯カール・ルートヴィ
ヒは，領内に新たなユダヤ人の定住化に努めただけではなく，ユダヤ人の大
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物学者を大学に迎え入れようと図った。1673年に選帝侯は，オランダの哲
学者スピノザ（Baruch　de　Spinoza　1632－77）を哲学講座の正教授に据えよ
うとした。スピノザは，宗教的葛藤に散々悩んだ苦しい体験を考慮した末
に，選帝侯の招聰を断った。選帝侯から約束された「哲学的思索の完全な自
由」がどこまで続くのか分りませんし，また「宗教の存在を公然と混乱させ
るという嫌疑に陥りたくはありません」，招聴拒否の理由をスピノザはこう
述べたというao。
　バーデンの領邦君主たちのユダヤ人への比較的好意的な対応は，大学側の
反対を押し切ってまで，他領邦に先んじてユダヤ人の教授就任を（僅かな例
でしかなかったが）実現させた（当時はまだ私講師職Privatdozenturは制
度化されていなかった）。しかしそれと反比例するかのように，ハイデルベ
ルク大学のキリスト教徒の教授側から，激越な反ユダヤ主義を宣伝する怪文
書が発表された。1700年，オリエント学教授アイゼソメンガー（Johann
Andreas　Eisenmenger　1654－1704）は，　r暴かれたユダヤ教一徹底的にし
て真実なる報告』と題する一種の暴露本を公表したω。かれはこの書のなか
に，ユダヤ教の宗教的著作における反キリスト教的と思われる部分を細大洩
らさずに網羅し，ペスト流行以来の低次元の反ユダヤ感情を掻き立てること
に大いに寄与した。煽動的で悪趣味なこの本が騒乱の元になりかねないとの
判断から，寛容政策をとるヨゼフニ世治下のオーストリアでは発禁処分にさ
れさえした。しかしこの暴露本は以後何度か版を重ね，驚くべきことに，シ
ュテッカーとトライチュケの扇動による1870・80年代の近代反セミティズ
ム運動の収まった1892年にも新版が出された。ともあれこの本は，以後の
反ユダヤ主義プロパガンダの有力な武器庫としての役割を十分に果した。こ
うして，バーデソの支配者たちのユダヤ人への寛容な政策と，大学の非ユダ
ヤ人教授たちの反ユダヤ主義との妥協・調和と対立・抗争というアンビヴァ
レントな対立関係が，18・19世紀のハイデルベルク大学のユダヤ人の教員
人事に持ち越されていった。
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　1724年にマンハイムのユダヤ人宮廷医師の二人の息子がユダヤ人学生と
して初めてハイデルベルク大学への入学が認められた。4年後にそのうちの
一人がドクトルの学位を得た⑫。1724年から1804年にかけて，ハイデルベル
ク大学には全学部合わせて20名のユダヤ人が在学した。他大学（例えばフ
ランクフルト・アン・デア・オーダーやハレなど）と比べると少数でしかな
かったが，その原因は一般的なユダヤ人の入学制限措置のほかに，再カトリ
ック化されてイエズス会士による厳しい規定を受けねばならなかった当時の
事情によるものであった。18世紀にドイッの各大学に在学してたユダヤ人
学生は，合わせて470名を確認できるが，その大半はユダヤ啓蒙主義運動の
中心であったベルリン（ただし医学校）とケーニヒスベルク，ハレなどのプ
ロイセン王国に集中したa3。
3
　ドイツにおけるユダヤ人解放が，ドイツ文学・哲学の古典時代からロマン
派への移行期と，新人文主義的教育理念に基くベルリン大学の創設期と，ド
イツ・プロテスタソト的な教養市民層の発展期，更にはナポレオン支配を契
機とする立憲的国家統一を目指すドイッ・ナショナリズム運動の高揚期に当
っていたことは，以後のユダヤ人解放の性格形成に決定的な影響を与えた。
官僚主義的リゴリズムとユソカー的前近代性の支配するプロイセンと違っ
て，南西ドイツのバーデンは1792年のライン左岸地区の被占領以来，比較
的早期にりベラルな政策を取り入れた。そのため，ドイッ諸領邦のユダヤ人
解放に先立って，大公カール・フリードリヒ（1728－1811）のバーデンでは，
1807年，1808年，1809年と相継ぐユダヤ人解放の勅令によって一足早くユ
ダヤ人解放が（法的制約はあったにせよ）実現された⑭。そのため，資産に
恵まれた階層の若いユダヤ人は，ドイッの大学での在学体験で得られる「教
養パテント」（レプジウス）と「社会資本」（ブルデュー）を通じて，ドイツ
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教養市民階級の文化への同化を果たそうと大学に殺倒した（特に医学部の人
気が高かった。ユダヤ人学生のうち大凡40％は医学部，法・哲学部にはそ
れぞれ30％が属した。ユダヤ人学生の全学生に占める比率は2～3％であっ
た）暁だがかれらの解放後の学生生活は，既述した通り反ユダヤ的偏見の
もとに展開された。しかし大学出の経歴を手に入れ，アカデミカーとしての
世俗的な昇進を望むなら，この種の無法な偏見や悪意に対して抵抗と屈従の
相反する二重の態度を巧みに使い分けねばならなかった。近代ドイッ史の政
治的・精神的伝統の中心的な荷い手であるドイツ教養市民階級の圧倒的多数
は，ユダヤ人が完壁なドイッ市民（Staatsbttrger）になりうるためには，従
来のユダヤ教信仰を捨ててキリスト教信仰に改宗することだと理解した。し
かし大学在学で得られる「教養パテント」なり「社会資本」なりの「西欧文
化へのパスポート」を入手するために，改宗すればするでキリスト教徒側か
らもユダヤ教徒の側からも，「改宗ユダヤ人」「背教者」との悪罵と中傷を甘
受せざるをえなかった。だがそれにもかかわらず，本来のユダヤ的伝統を放
棄してまでも古典時代のドイツ文学・哲学を非ユダヤのドイツ人以上によく
理解した上で，ドイッ教養市民層の市民文化に「同化」しようと努めた片思
いにも似た努力が少しも報いられずに，結局実状は，かれらは近代反セミテ
ィズムへと通じるドイッ・ナショナリズムの不寛容の壁に阻まれて，二級の
市民以上には出ないままに終始した⑯。
　ユダヤ人解放とともに現われたこのような排外主義的・ドイツ国粋的な反
ユダヤ主義を普及させるのに大いに寄与した人物の一人が，ハイデルベルク
大学の哲学教授フリース（Jakob　Friedrich　Fries　1773－1843）である。1816
年にかれは「ハイデルベルク文学年誌」の寄稿論文のなかで，かれの容赦の
ない反ユダヤ主義に対する批判にこう反論した。
　「我々の同胞たる個々のユダヤ人にではなく，ユダヤ人根性に対して我
々は宣戦布告する。ペスト患者を愛する者は，患者がペストから解放され
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ることを願わずにいられるだろうか？　ペスト患者を愛する者が，ペスト
の恐怖を訴えて，どうしてペストを駆逐するかを勧めるペスト患者を軽蔑
するだろうか？　ユダヤ人気質は野蛮な原始時代の残津であって，この種
の残津は制限するのではなく，全面的に根絶するべきなのだ。ユダヤ人の
市民的状況を改善することは，ユダヤ人根性を根絶することであり，ずる
賢い悪徳商人の社会を破壊することにほかならない。ユダヤ人根性という
のは一種の国際病である。この病気は大量に生み出され，金で権力にあり
つく。それは専制主義なり貧困なりが抑圧的な税制を生み出したり，多く
の重苦しい公的な供給物が必要となったり，つまり市民の幸福が危険にさ
らされて，小額の借金がますますふくれ上がるとたんに起る。結局は浪費
するだけの無為徒食の金持ちが沢山いるところでも起こる。この金持ちた
ちの死んだ資本はユダヤ人に食い尽される，腐った食い物がウジ虫に食わ
れるようにだ」
　フリースはここでユダヤ人の強欲さについての古い偏見を臆面もなく取り
上げ，近代貨幣経済の批判と絡めてそれを正当化しようとする。かれの反ユ
ダヤ主義は，とりわけユダヤ的なるものをある種の病気と等置したり，ユダ
ヤ人を「虫けら」並に低く見ることにおいて徹底している。フリースは，フ
ランス革命とナポレオン軍のドイツ占領政策に由来する平等思想の普及と，
その結果もたらされたユダヤ人解放に対する激しい反感から，ユダヤ人に再
び特別法を導入し，それを更に強化すべきだと提案する。
　「ユダヤ人のいかなる国内移住も禁止するべきであり，外国移住をでき
るだけ促進するべきである。かれらの婚姻の自由はキリスト教徒の場合よ
りも一層制限されるべきである」
こう説いたあと，農民こそが最も腐敗していない階級であり，かれらから
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こそドイッの再生が始まらねばならないとつけ加える。いわば近代化以前の
堅実で素朴な農民をイメージしたv61kischな見解を押し立てる。
　「ユダヤ人を国内から完全に駆逐してもらいたい。何となれば，かれら
の影響は国内で余りにも急速に有害な作用を及ぼすからだ。都市のなかの
特定の制約のもとでかれらを保護すればよい。……かれらはかれらの子供
たちを公共のキリスト教徒の学校に通わせるよう強制するべきだ。……か
れらのラビはただの宗教教師であればよい。……ラビもまたキリスト教徒
の前で試験を受けるべきだ。そしてかれらが教職に就く前に，タルムード
の汚辱を信奉するのではなく，祖国愛と普遍的人類愛という理性的モラル
を教えたいということを公的に表明させるべきであるeb」
　この煽動的な文書を書いた1816年に，11年間をヘーゲルの先任の正教授
としてハイデルベルクに過したあと，招聰に応じてフリースは古巣のイェー
ナ大学に戻った。かれはロマン的ナショナリズム的な改革運動の中心地でも
ある大学町イェーナで，ドイツで最初の政治的な学生運動団体であるイェー
ナ・ブルシェンシャフト（所謂”Urburschenschaft“）の結成に協力した。
1817年のヴァルトブルクの学生大集会に来賓として迎えられ，第一夜のヴ
ァルテンベルクでの焚書（1933年5月のナチ学生同盟による大規模焚書事
件の先駆と位置づけられる）に参加し，第二日目の午前にはヴァルトプルク
城の中庭で轍を飛ばしたag。その過激な政治的行動のため，かれは大学を追
われたが，1824年に復職した。
　フリースの反ユダヤ主義は，前述したアイゼンメンガーの著作が及ぼした
と同じ影響を後世に残した。1879年，前ハ・イデルベルク大学教授（1867－
74）で今はベルリン大学の史学教授トライチュケ（既出）が惹き起こした
近代反セミティズム論争には，（その名こそ挙げはしないものの）フリース
の論証の多くが見られる。例えば，ユダヤ人解放を撤回して，完全な同化に
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応じないユダヤ人を「外国人法」Fremdenrechtのもとに置くべしとの要求
などがそれである。トライチュケの見解は，学生一般，とくに学生の反セミ
ティズムの尖兵であるドイッ学生同盟（VDSt）や，全ドイッ連盟（Alldeut－
scher　Verband），その他ナショナリズム的圧力諸団体などから歓迎され，
これまた後世に引き継がれた。アイゼンメンガー→フリース→トライチュケ
と，ハイデルベルク大学で教授であったこの三名が揃いも揃って，強烈な反
ユダヤ主義の唱導者・煽動者となった奇妙な因縁は，一時期「リベラリズム
の砦」と呼ばれた名声高きハイデルベルク大学との余りの懸隔に驚くほかは
ない。
4
　大学教師志望者の第一関門は，ドクトルの学位（Doktorat）を取得した
あと，講義の担当を希望する大学の行う大学教授資格試験（Habilitation）
を通過したのち，通例は学部教授会員を前にした試験講義と公開講義の形式
を踏んで私講師（Privatdozent）に採用されることであった。教授の座を占
めるまでの待機期間としての私講師在任中の研究成果如何によってその後の
昇進が左右された。しかし教授への昇進が，いかに賭にも似た偶然に懸って
いたかを，1917年11月，マクス・ヴェーバーはミュンヘン大学での有名な
講演『職業としての学問』のなかで，学生に向かって諄諄と説いた。とりわ
け，私講師職にあるユダヤ人の場合の深刻さを念頭に置いた次の発言は，
（少しく大仰な感じもしないではないが）かれが実地に見聞した”Akademischer
Hasard“の実態を知らせてくれる。
　「大学教員の一生は，それゆえ一か八かの賭け事みたいなものです。若
い学者が教授資格試験のことで助言を求めに来ると，説得すべき責任は殆
ど持てません。その人がユダ人であれば，その人に当然こう言うことにし
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　ています。〈一切の望みを捨てよ〉（Lasciate　ogni　speranza），とですa9。
　しかしユダヤ人でないどんな人に対しても責任をもってこう尋ねなければ
　なりません。あなたは毎年凡庸な人が次々にあなたを追い越して昇進する
　のを内心不快にもみじめにも感ぜずに耐えられると思いますか？と。そう
　すると，いつも当然のことながら，こう返事が返ってきます。勿論です，
　私はただ私の“天職”Berufのためにのみ生きていますから一。だが，
　かれらが心を傷つけられずにこの事実を耐え抜いたということを，少くと
　も私はほんの僅かな人たちからしか聞いたことはありません」eq
　いずれにせよ，三月前期のユダヤ人アカデミカーにとって，大学教授への
道は，最も厳しく制限された職業選択であった。フランス，スイス，ベルギ
ー，デンマークなどヨーロッパの他の諸国では，すでに19世紀前半には，
ユダヤ人の教授就任は珍しいことではなかったのに対して，ユダヤ人解放後
のドイッで肩書だけの称号ではなく，実質的な教授の称号をユダヤ人として
初めて得たのは，1859年にゲッティソゲソ大学の数学の正教授に就任した
モーリッ・シュテルン（1807－94）であった。私講師就任時から30年後，52
歳での教授昇進であった。大学教授資格試験は，ハイデルベルグでは早くも
1806年にその規定（Habilitationsordnung）が施行されたが⑳，一般には
1816年のベルリソ大学学則をモデルにして，19世紀前半中に順次制度化さ
れた。各領邦の政府及び大学は，教授資格取得希望のユダヤ人アカデミカー
に，暗にキリスト教への改宗を前提条件に加えたea。
　大学教員を志望する若いユダヤ人の強制的な改宗に関しては，ハイデルベ
ルクは他大学に比べて比較的寛大であった。19世紀前半（1811－48年）　に
ハイデルベルクで教授資格を取得した8名のユダヤ人のうち，改宗に応じ
たのは3名だけだった（以後1850年から1900年まで37名中，改宗老は19
名）e3。上記3名のユダヤ人のうち，2名の神学者が教授資格取得前に，法
学者の一人がその後に改宗したが，これを見ると同じ改宗でも，2名の神学
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者（ネアンダーとハノー）のユダヤ教からキリスト教への改宗は，明らかに
自発的な改宗であったとみなすことができる。また法学者1名（ツィマー
ン）は，教授就任を目前にしての不本意の改宗であったとみなすことができ
る。ともあれ，その当時ハイデルベルク大学の少数の神学部教授陣のなかで，
10年以内に2名のユダヤ人が教授資格を得て私講師職についていたという
ことは，19世紀前半のハイデルベルク大学の宗教的寛容さを示す一例と言
ってよかろう。
　前述の2名の神学者の一人ネアンダー（Johann　August　Wilhelm　Neander
1789－1850）は，1806年にハイデルベルク大学に入学すると同時に改宗し，
しかも旧姓メンデル（Davi母　Mendel）をギリシア語風に「新人類」を意味
するNeanderに変え，全面的に改名した。勿論，将来の人生航路を念頭に
置いての自発的な同化であったろう。1811年にハイデルベルク大学で教授
資格を取得し，以後1813年まで私講師（教会史・教義史）を勤めたあと，
新設早々のベルリン大学に正教授として招聰された。教授資格取得前に改宗
したもう一人の神学者ハノー（Raphael　Benjamin　Hanno　1791－1872）は，
1822年にハイデルベルクで教授資格を取り，死の年1872年まで何と50年近
くの間　　最後に定員内準教授（Pl．　ao．　Prof．）の称号を得たものの一を
私講師（聖書釈義とオリエソト文献学）で過した。
　たった一人改宗せずにハイデルベルクで正教授の座を射止めたのは，オリ
エソト学者のヴァイル（Gustav　Weil　1808－89）である。かれの正教授昇格
もまた，苦節25年間の無給私講師として自尊心を傷付けられながらの結果
であった。かれは先ず大学図書館員として働きながら，1836年に28歳で教
授資格を取得したあと，恵まれない家庭に生まれて，11人の子供をかかえ
て，長年の間乏しい物質的状況の中で暮しながら，大学図書館で研究一筋に
打ち込んだ。ヴァイルは『千一夜物語』の翻訳を完成し，モハメッドの伝記
を書き，コーランの歴史的・批判的な註釈を手掛けた。その学問的功績によ
り，定員外教授（Extraordinarius）の称号が与えられたが，しかし無給で
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あることに変りはなかった。やっと1861年に，53歳でヴァイルは正教授に
任命された。
　ハイデルベルク大学の私講師のうちで，高い学問的功績と低い生活水準と
昇進への要求が，これほどの惨状を呈して現れた例は，おそらくヴァイルを
措いて他にないと思われる。ハイデルベルク大学私講師になる以前，ヴァイ
ルは同大学とパリ大学に学び，その後数年間，オリエントに研究滞在した。
ハイデルベルク大学私講師就任の2年後に正式の図書館司書として，ユダ
ヤ人にしては珍しく公務員に採用された。だかこの地位は，かれの研究と現
地への研究旅行に少なからぬ支障を与えることになった。r千一夜物語』の
翻訳を完成したあと，1843年にかれは準教授職への昇進を申し出た。著名
な11名の内外のオリエント学者の推薦状を添えての申請であったにもかか
わらず，昇進は拒否された。なるほど1845年には，俸給の伴わない準教授
の称号を与えられたが，1860年に遂にこの国際的に有名なオリエント学老
は，これ以上無給が続くなら，講義と図書館の仕事を止めると通告した。翌
年かれは改宗なしに正教授に任命されたe4。
　改宗が正教授の地位への昇進を保証してくれる典型的な条件であったこと
を例証しているのは，ハイデルベルクでは刑法学者のツィマーン（Sig－
mund　Wilhelm　Zimmern　1796－1830）ただ一人である。1818年に，ハイデ
ルベルクで教授資格を取得後，かれは有給の準教授への採用を申請した。バ
ーデン政府側は一旦これを諒承した。ところがかれの希望は法学部教授会の
猛反対で潰されてしまった。学部の所見は，フリースの論法に依拠しながら
こう論証した。
　「大学教授という非常に評価の高い称号がユダヤ人にも与えられるなら
ば，それだけで間違いなくあらゆる方面からごうごうたる非難が集中する
だろう。その富によってすでになかば全能の，つねに粘り強い，そして世
才において折紙つきのイスラエル人は，あらゆる手段を尽くして氷の割れ
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目を利用して，至急に氷塊を一つ一つ押し離すだろう」
5
　政府の同意に反対した法学部の所見は，ユダヤ人の高度の学問的な能力を
認めてそれに見合った地位を提供すれば，必然的にユダヤ人教授が増え，そ
れに伴って非ユダヤ人教授の地位が危うくなりかねないという，解放による
大学開放後の非ユダヤ系の大学教授陣がおそらく等しく感じたであろう一般
的な不安感（ユダヤ人の経済的実力への怖れや，大学というキリスト教的聖
地への異教的侵害に対する焦燥感や，新興勢力に対する旧勢力の警戒感を伴
って）を代弁している。大学評議会は法学部のツィマーソ拒否に同調して，
こう力説した。大学はキリスト教的団体であって，ユダヤ教徒を採用すれ
ば，そのために大学の「本質」は空洞化されるだろう。ユダヤ人の教授への
任命は，全ドイッにとって一つの悪例となるだろうし，またハイデルベルク
大学の名声の喪失となるだろう。ユダヤ人の「金銭力」とそれと結んで国家
・社会に危険を及ぼす「国民的な連携」に警戒せられんことを。
　ツィマーン拒否の姿勢は，大学もまたその抜き難い保守的体質をもって，
ユダヤ人解放に対する仕立職人組合や小規模経営者などの激しい抵抗と同
様，古い偏見から一歩も抜け出ることができなかったことを示している。フ
ランクフルトの銀行家の息子であるツィマーンは，ヴァイルのような厳しい
宗教的雰囲気に育ったユダヤ教徒ではなかった。1821年9月に，かれは直
接バーデソ大公に申請を繰り返したあと，ルター派に改宗した。その1か
月後，かれは正教授に就任した㈲。
　改宗に応ぜずに我が道を押し通せばどういう経路を辿るかは，以下の四名
のハイデルベルク大学私講師に興味深く見出すことができる。
　医学者ハインドルフ（Alexander　Haindorf　1784－1862）は，1811年に教
授資格を取って私講師になってから1年半後に，準教授への昇進を申請し
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た。しかしかれの願いは受け容れられなかった。そこでかれはハイデルベル
クを去ってゲッティンゲン大学に移った。しかしそこでも幸運をつかめず，
結局1816年から大学より格下のミュンスターの医学アカデミーで，同校が
解体される1847年まで，私講師として外科，産科，精神医学を教えた。
1814年に古典文献学で教授資格を取ったマイヤー・マルクス（Meyer
Marx　1792－P）は私講師を一年勤めただけで，経済的理由で大学教授への道
を断念した。
　1848年革命に参加して私講師から教授への昇進を棒に振った二人のユダ
ヤ人私講師の波乱に富んだ人生は，三月前期の最後の動乱の時期を特徴づけ
ている。その一人が憲法学者のオッペンハイム（Heinrich　Bernhard　OPPen－
heim　1819－80）である。かれはハイデルベルクで学位をとったあと，ベル
リン大学での教授資格取得を希望した。かれの才能に着目した女流詩人アル
ニム（Bettina　von　Arnim）は，1840年にかれの教授資格取得のため，かの
女の義弟である有名かつ有力な法学者のベルリン大学教授ザヴィニー（Karl
Friedrich　von　Savigny）に橋渡しを頼んだ。しかしその出自ゆえにベルリン
での私講師就任は門前払いをくわされた。この処置に女流詩人はこう慨嘆し
た。「プロイセソではユダヤ人は私講師にもなれないのか，飢え死にするこ
とも許されないのか」とee。
　オッペンハイムは1842年にハイデルベルクで教授資格を取り，以後1849
年までそこで私講師を勤めた。フラソクフルトの宝石商の息子である彼は生
計は豊かであったが政治的行動性が強く，ユダヤ人の大学教授志望者に必要
な適応性と忍耐心が欠けていたらしい。私講師就任5年後の1847年に定員
内準教授昇格を申請したがバーデン内務省によって拒否された。かれは無給
講師の地位を放棄し，同僚のユダヤ人私講師フリートレソダー（AleXander
Friedlander　1819－58）とともに，1948年，バーデンの革命家の群れに参加
した。2人はラディカルなカールスルー工新聞で執筆活動を続けた。オッペ
ンハイムが編集長であった。そのため，1849年に，両者は私講師名簿から
　　　　　　　　　　　　　ハイデルベルク大学のドイッ・ユダヤ人教師　99
抹殺された。
　革命の敗北後，オッペンハイムは亡命した。フリートレンダーは，叛逆罪
で3年の実刑判決を受けたが，病弱と海外移住の希望を理由に減刑され，
アメリカに向かう航海途上，海難事故で落命した。
　非改宗ユダヤ人教師の惨状に比べると，1848／49年革命以降は，ハイデル
ベルク大学のユダヤ人教師の昇級条件は目に見えて好転した。1850年代に
は1810年と同数の4名の非改宗ユダヤ人が教授資格を取得した。かれらは
プロテスタソトの志願老に対して依然として差別を受けたが，その後の見通
しは明るくなった。
6
　1850年代にハイデルベルク大学で教授資格を得たユダヤ人アカデミカー
は，数学のモーリツ・カントア（1853），プロイセン市民法・法史のレーヴ
ィソ・ゴルトシュミット（1855），内科学のツァハリアス・オッペンハイマ
ー（1855），病理学・耳科学のザロモン・モース（1859）の4名である。非
改宗の4名のユダヤ人のうち，ゴルトシュミット（1829－97）は学問的に卓
越した才能と，市民的勇気と政治的な思考と行動力を兼ね備えた学者とし
て，最大級の経歴を作ったドイッで最初のユダヤ人大学教授である。ハイデ
ルベルクでの教授資格取得と同時に私講師となった。正教授になるまでの期
間は11年と，キリスト教徒の同僚よりもやや長目ではあったが，そのあと
の昇進は目を見張らせるに十分であった。1870年にかれはライプツィヒの
北ドイツ連邦高等商事裁判所（Reichsoberhandelsgericht）判事に招聴され，
1875年には国民自由党員として帝国議会に選出された（1875－77）。判事就
任と同じ年，かれは第二帝政創建後の躍進著しいベルリン大学に商法教授と
して招聰された。当時のベルリン大学は莫大な資金にものを言わせて，あら
ゆる専門領域のトップクラスの学者を引き抜くことでもって知られていた。
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ベルリン大学はゴルトシュミットのためにドイッで最初の商法講座を開設し
た。有名なベルリン大学での反セミティズム論争では，かれはトライチュケ
の有力な反対者の一人であった。ゴルトシュミットの輝かしい経歴とユダヤ
人に特有の屈折した感情を持たない自己意識は，多くのユダヤ人学生・教員
のすぐれた範例となった。かれの影響はドイッの大学の婦人解放にまで及ん
だ。かれの孫娘ゲルタ・フォン・ウービッシュ（1882－1965）は，ハイデル
ベルク大学で教授資格を取得した最初の女性となったeo。
　1860年春，バーデンにおけるユダヤ人解放運動は最終段階に入った。バ
ーデン大公フリードリヒー世（1826－1907）は，自由主義的改革に基く政府
の刷新を図り，「全体のすべての部分を調和的に一致させ，この調和のなか
で法的な自由が幸福をもたらす力を実証できるようにすることが，新しい政
府の課題である」と告げた㈱。こうしたユダヤ人解放に前向きな雰囲気のな
かで，1860年代には，ユダヤ人のハイデルベルク大学での教授資格取得者
が7名に，1870年代には8名に，80年代には3名に減ったものの，90年代
には8名に跳ね上がり，同時に教授昇格者数も急増した。また1960－90年代
には他大学での教授資格取得者をも10名招聴した。そうした招聴教授の一
人が数学者のフックス（Immanuel　Lazarus　Fuchs　1833－1902）である。か
れは1875年にグライフスヴァルト大学からハイデルベルクに招聴されたが，
その数学上の輝かしい功績によって，9年後にはベルリン大学に引き抜かれ
た。
　数学と並んで，化学はハイデルベルクで教授資格取得を目指すユダヤ人に
最も人気のある学科の一つであった。自前の実験室を持ちたいという欲求か
ら，化学は特に恵まれた家庭出身の野心的なアカデミカーの人気を集めた。
高名なハイデルベルクの化学教授ブンゼンの門弟であるユダヤ人のラーデソ
ブルク（Albert　Ladenburg　1842－1911）は，1868年にハイデルベルクで教
授資格をとり，1972年まで私講師を勤めたあと，キール大学の正教授に招
聴された。キール大学はかれのために新しい化学研究所を建て，そのうえ
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1884年にはかれを学長に選出した。ラーデンブルクは信念をもった唯物論
者として，哲学的・世界観的な演説で一際目立った発言活動を行ない，その
激しい論法は多くの敵を作ったが，反って当時の反ユダヤ主義的偏見を激化
させるのに役立った。
　数学，化学のほかに，ハイデルベルク大学の名声を際立たせたのはオリエ
ント文献学であった。ヴァイル（既述）と並んで挙げられるべき当時の文献
学者はレーフマン（Salomon　Lefmann　1831－1912）である。かれは1866年
に教授資格を取ってから1912年に至るまでの46年間，無給の「名誉教授」
として研究活動に従事しながら，ユダヤ人の福祉団体の運営に関与した。
　ハイデルベルク大学のユダヤ人教師のうちで，専門的学問の分野で果した
功績においてばかりではなく，大学都市ハイデルベルク独自の自由な精神文
化的風土の形成において特筆すべき役割を果した人物として，イェリネクの
名を挙げることができる。憲法・国際法学者イェリネク（Georg　Jellinek
1851－1911）は，1879年にヴィーソ大学で教授資格を取得したが，ユダヤ
家系の出身のために，ヴィーンでの正教授への昇進は妨げられた。そのため
かれはオーストリアの官職を辞し，スイスのバーゼル大学正教授に就任した。
1891年にハイデルベルク大学に招聴され，1907年には学長に選ばれたeg。か
れは著名な女性法学者である妻カミラや，マクス・ヴェーバー夫妻，マクス
の弟アルフレート・ヴェーバー，エルンスト・トレルチ，エルヴィソ・ロー
デ，ヴィルヘルム・ヴィソデルバント，その他当地在住の著名人士ととも
に，大学都市ハイデルベルクをリベラルで革新的な雰囲気をもつ文化都市た
らしめるのに決定的な寄与をした。
7
　のちの第二帝政時代（1871－1918）とヴァイマル共和国時代（1918－
1933）におけるユダヤ人大学教員（改宗・非改宗を含めて）の全ドイツ大
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学教員に占める比率は，19世紀前半にユダヤ人の大学世界への進出を妨げ
てきたさまざまな障害物を考えると驚くほかはない。バーデン政府のユダヤ
人解放のための寛容政策と有能な学者を惹き寄せるハイデルベルク大学の魅
力は，（勿論反ユダヤ主義は牢固として残存していたけれど）ユダヤ人教師
の比率を著しく高めた。
　ユダヤ人の大学教授資格取得志望者数は，バーデンとドイッ全体のその時
々の政治情勢や時代精神との関連を非常に明確に映し出している。19世紀
初頭の解放後10年間に最初の高まりを見せたのちに，ヴィーソ会議後の反
動時代に入ると，大学教員志望者の数は目立って減少した。48年革命後と
60・70年代には，ユダヤ人の大学教員志望者は（改宗するとしないにかか
わらず）著しく増大したが，1879年に反セミティズム論争が起こると，改
めてまたその数は後退した。
　1890年以降，ユダヤ人の大学教員志望の障害を除く新段階が始まった。
ハイデルベルク大学の改宗・非改宗を含むユダヤ人の教授資格取得老数は，
1893～97年に8名に膨れ上がり，1901～10年には9名，1911～20年には16
名と増え，1921～30年には12名に減った。そして1930年から33年のナチ政
権獲得に至る時期には僅か3名に減少した。1920・30年代に入ってからの
ユダヤ人の教授資格取得者数の著しい減少は，明らかにヴァイマル共和政時
代特有の反民主主義的国民感情とナチ・イデオロギーの浸透による結果であ
ると確認できる。ハイデルベルク大学のユダヤ人の教授資格取得者数は，明
らかに1890年以降は1860年代・70年代のそれを上回ったが，しかしその数
は学生の急増傾向に伴う教授資格取得者の異常に上昇した全体数との関係か
らすれば，見方によってはユダヤ人の大学教師職が特に改善されたわけでも
優遇さけたわけでもない。
　ユダヤ人の大学教員の比率は，19世紀にすでに全人口のなかでのユダヤ
人の比率（約1％）を遥かに上回っていた。それに反してカトリック教徒
は，19世紀と20世紀初頭のドイツの教育体制とプロテスタント的色彩の濃
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い大学・学問環境のなかでは下位グループに位置していた。すでに啓蒙の時
代に，その経済的実力によって教養と財産を克ち取り，解放と同時に抵抗な
しにドイツの古典的・プロテスタンティズム的文化に同化・順応することに
よって教養市民階層の有力な一角を占めるに至ったユダヤ人知識層にとっ
て，フンボルト的・近代的な大学理念に基づく「大学の孤独と自由」の中で
の創造的な学問的営為こそは，かれらの伝統的な知的欲求を実現するのに恰
好の場であったろう。有能で野心的なユダヤ青年が大学教授職に（言うなれ
ば“Akademischer　Hasard”に）に進んで挑戦したであろうことは容易に理
解できる。
　改宗ユダヤ人の割合は，一般には1880年と1910年の間，つまり反セミテ
ィズム論争に続く時代が最高であった。この時期に厳しい強制改宗があった
からだという主張は，ハイデルベルク大学に関しては当てはまらない。19
世紀初めの2人の改宗したユダヤ人神学者（既述）は別として，以後の改
宗はむしろ内面的決断と，場合によっては外部からの間接的な圧力に帰せら
れねばならない。イェリネクが死の一年前に改宗した例がこれを示してい
る。その他の改宗は，明らかに同化と順応の結果である。改宗したユダヤ人
の大学教師の高い数と関連して指摘できることは，この時代の多くのキリス
ト教徒の大学教師でさえも，その多くが意外に簡単に宗旨を変えたというこ
とである。
　こうした改宗に伴うアソビヴァレントな信仰心の在り方を示す例をハイデ
ルベルク大学に求めれば，1909年にローマ法とドイッ市民法の正教授とし
てハイデルベルクに招聰されたグラーデンヴィツ（Otto　Gradenwitz　1860－
1935）のエピソードに富んだ性格と行動のなかに見出すことができる。か
れは一面において愛すべき率直さを有するとともに，他面において自虐性の
強い複雑に屈折した人物であったBq。この原因は，明らかにかれのユダヤ人
の家系にあった。1900年にかれはキリスト教に改宗したが，しかしかれの
ユダヤ的素姓は克服されずに残った。これはとくに激しい反ユダヤ主義的な
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罵言と，それから自己嘲笑と劣等感むき出しの言葉で表われた。多くのユダ
ヤ人が公衆の面前で自分のユダヤ出生を押さえつけようとするのに対して，
グラーデンヴィツは再三再四自分のユダヤ出自を強調した。かれは自分の出
身を一面では恥辱と感じた（所謂「ユダヤ人の自己憎悪」），他面では改宗し
たにもかかわらず，ユダヤ人であることを強く意識していたのだ。宗教的信
仰の問題ではなかった。改宗して正教授という高い地位に登りながら（いや
むしろ，登ったからとこそ言うべきだろうか），捨てるに捨てられず，変え
ようにも変えられずにまとわり付く自分の出自へのいかんともし難い嫌悪感
が，ユダヤ人の世渡りに必要であろう忍耐力を欠いたグラーデンヴィッをし
て奇妙な言動に走らせたのだ。いずれにせよ，精神的に決して安穏ではなか
ったであろうユダヤ人教授たちの幾例かのうち，最も痛ましい一例をグラー
デンヴィツにおいて見ることができる。
8
　1850年からヴァイマル末期までを眺め渡すと，ハイデルベルクのユダヤ
人教師の大凡半分が正教授の地位に到達した。その比率は，48年革命前に
比べると，かなり上向いた。1850－99年に教授資格を得た37名のユダヤ人の
うち19名が，1900－32年の教授資格取得ユダヤ人43名のうち23名が，正教授
に就任したBO。
　イエリネックに代表されるリベラルなユダヤ人教授を擁する法学部で，ユ
ダヤ人教授が平均数を上回ることもありはしたが，しかしいずれにせよ，ユ
ダヤ人教授の比率は，キリスト教徒の同業者を遥かに下回っていた3Z。
1974／75－1909／10年のドイッ全大学にわたる職階別・宗派別大学教員統計を
見ると，キリスト教徒正教授の圧倒的多数は動かし得ないとしても，ユダヤ
人の私講師数が大幅に増大し，それにつれてユダヤ人の正教授就任率が高ま
ったことがわかるB3。しかしユダヤ人の正教授への昇進率では，改宗・非改
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宗の差はハイデルベルクではその差はないが，全国規模では，改宗ユダヤ人
の方が非改宗ユダヤ人の2倍近くも有利であることを知ると，反セミティ
ズム論争以降，大学の世界の昇進において非改宗ユダヤ人が改宗ユダヤ人に
比べて不利であったことがよくわかる。とは言え，48年革命以来，ユダヤ
人アカデミカーの正教授への道が改宗・非改宗を別にして全体的に見れば，
確かに改善されたことだけは間違いないところであって，マクス・ヴェーバ
ーが「いっさいの望みを捨てよ」というほどの絶望的な深刻さではなかった
ことは付け加えねばなるまい。　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）
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　GJH）．
（9）Herm・nn　W・i・e・t（Hg・）・Di・R・kt・・en　der　U・iversitat・H・id・lberg．1。・R。p。，t。
　Carola，　XIX．　Jg．　Bd．42（1967）S。240－254．　bes．　S．247．その他GJH　S．44f．；JLH　S．
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　155，186．
OΦ　zit．n．　JLH　S．157f．
（iD　JVDISCHES　LEXIKON．　Ein　enzyk1δpadisches　Handbuch（in　4　Bdn．）Bd．II，2．
　Aulf．1987，　S．318fL
（il　JLH　S．156，　Richarz　S．39
0318世紀のドイツの大学におけるユダヤ人学生数（zit．n．　Richarz　S．46）．
ノ、 べ フ ケ デ ゲ
?
ノ＼ ギ
?????
?????????????
???????????
???????????????????????????
????????????????????????????
～17302 一 9 一 4 一 一 2 8 25
1731－17405 1 2 1 5 2 一 4 1 21
1741－17507 1 11 一 3 一 一 5 2 29
1751－17607 9 5 一 3 2 1 3 5 35
1761－17706 27 15 5 2 4 1 2 4 66
1771－17809 28 17 11 一 7 9 1
1 83
1781－17909 33 19 37 一 14 10 1 2 125
1791－180014 15 20 21 3 12 1 一 一 86
59 11498 75 20 41 22 18 23 470
　　註　1）　ユダヤ人在学生の多い9大学についての確認可能な数字（学籍簿登
　　　　　　録者数）であって，18世紀のユダヤ人全学生数ではない。
　　　　2）大学名の脇の数字はユダヤ人学生の入学を認めた年を示す。
　　　　3）ベルリンとあるのはベルリン外科医学校（Collegium　medico・chirur－
　　　　　　gicum　Berlinを指す。
⑯　　Riup　S．57刊32．
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⑮　19世紀前半におけるハイデルベルク大学のユダヤ人学生数（zit．n．　Richarz　S，92／
　93）．
全学生数 ユダヤ人w生数 （％） 全学生数
ユダヤ人
w生数 （％）
1801－05479 1 （0．2％） 1837315 16 （5．1％）
1806－101204 25 （2．1％） 1838387 19 （4．9％）
1811－15961 21 （2．2％） 1839438 10 （2．3％）
1816－201563 26 （1．7％） 1840444 11 （2．5％）
1821－25955 31 （3．2％） 1841370 8 （2．2％）
1826－302388 73 （3．1％） 1842438 8 （1．8％）
1830 590 16 （2．7％） 1843468 5 （1，1％）
1831 659 15 （2．3％） 1844504 16 （3．2％）
1832 493 25 （5．1％） 1845593 17 （2．9％）
1833 333 15 （4．5％） 1846649 23 （3．5％）
1834 367 15 （4．1％） 1847582 15 （2．6％）
1835 298 11 （3．7％） 1848375 6 （1．6％）
1836 294 6 （2．0％）
　1801－1830年のハイデルベルク大学学生数をFranz　Eulenburg：Die　Frequenz　der
　dt．　Universitaten　von　ihrer　Griindung　bis　zur　Gegenwart，　Berlin　1944（Nachdr．　d．
　Ausg．　v．1904）S．164に依拠したことと，ハイデルベルクにおけるユダヤ人学生の
　全学生に占める比率を付記したことを除けば，他はすべてRicharz，　S．92／93従っ
　た。
⑯　19世紀のドイッ教養市民階層におけるユダヤ人のエートスについて次下を参照。
　Georg　L　Mosse：Das　deutsch－jUdische　BildungsbUrgertum，　in：Reinhart　Koselleck
　（Hg．）：Bildungsbttrgertum　im　19．　Jahrhundert，　Teil　II．　Bildungsgiiter　und　Bildungs－
　wissen，　Stuttgart　1990，　S．181－196．
⑰　Jakob　Friedrich　Fries：Uber　die　AnsprUche　der　Juden　auf　das　deutsche　BUrger－
　recht…，　S．248　u．260，　zit．　b．　JLH　S．157－159．
⑱Helmut　Asmus：Das　Wartburgfest．　Studentische　Reformbewegung　1770－－1819，　S．
　36ff．，110ff．　　　　　　　　　　　　－
　WiIly　Rea1：Geschichtliche　Voraussetzungen　und　erste　Phasen　des　politischen
　Professorentums．　In：Darstellungen　und　Quellen　zur　Geschichte　der　deutschen
　Einheitsbewegung　im　neunzehnten　und　zwanzigsten　Jahrhundert，9．　Bd．　Heide1－
　berg　1974，　S．59－61．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　GUnter　Steiger：Urburschenschft　und　Wartburgfest．　Aufbruch　nach　Deutschland，
　Leipzig　2．　Auf1，1991，　S．77ff．112ff．，　u．a．
⑲　ダソテの『神曲』地獄篇第3歌冒頭の一句。
⑫o）Max　Weber：Wissenschaft　als　Beruf，　Berlin　1984．7．Aufl，　S．11．
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㈱　Weisert　S．102f．
㈱　一例として，私講師採用時のプロイセソ省令（Ministeria1－Erlaβvom　14．　Juli
　1848）によれば「この種の教職の性格がキリスト教的信条を必然的に前提にしない
　限りにおいて」私講師として「認められる権利がある」（zUlassungsberechtigt）と
　規定されていた。Daude　S．5．
⑫3　JLH　S．187ff．
㊨　JLH　S．43f．　S．161；GJH　S．205：Richarz　S．212f．
¢＄Richarz　S．214ff．；JLH　S．160f；GJH　S．211－214；その他．　Johann　Braun：Sig－
　mund　Zimmern（1796－1830）－ein　deutsch－jUdisches　Gelehrtenschicksal，　dargestellt
　anhand　von　Auszttgen　aus　Akten　und　Briefen．　In：Zeitschrift　der　Savignystiftung　fttr
　Rechtgeschichte（GA）108．　Bd．（1991），S．210－236．
㈹　Richarz　S．211f．
鋤　JLH　S．162－164；GJH　S．392－394．
　Gerta　von　UbischにっいてはGJH　S．487－489，その他Meike　Sophia　Baader：
　“Wissenschaft　als　Beruf”in　den　Naturwissenschaften．　Gerta　von　Ubisch（1882－
　1965）－die　erste　habilitierte　und　dennoch　weithin　unbekannte　Frau　an　der　Univer－
　sitat　Heidelberg．　In：H．　Treiber　u．　K．　Sauerland（Hg．）：Heidelberg　im　Schnittpunkt
　intellektueller　Kreise，　Opladen　1995，　S．445－460．
㈱　RUrup　S，87．
㈲　GJH　S．339－341，　JLH　S．164－167．「学長に選ばれた」と書いたが，法的にはバー
　デソ大公が「学長」Rektorであって，選ばれた学長は「副学長」Prorektorである
　が，ここでは慣用語法に従って，実質的な意味で「学長」とした。
Bo）GJH　S．408f．この特異な改宗ユダヤ人教授については以下を参照．　J．　Herr－
　mann：Otto　Gradenwitz（1860－1936）In：Semper　Apertus．　BdJII．　S．136－147；D．
　Seckel（Hg．）：Gradenwitz－Anekdoten，　In：Ruperto　Carola，32．　Jg．　H．64（1980）S．
　29－36．
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㈹　19世紀におけるハイデルベルク大学職階別教員数。
Etatmaβige
orofessoren NichtordinalienGesammt一
zahl
Ord．Prof．ao．Prof．H．Prof．ao．Prof．Pr．Doz．a．L． a b
180321 3 一 2 2 2 30 70％6．7％181030 5 1 一 9 9 54 56％17％182030 10 1 2 8 10 61 49％13％
183029 10 一 1 25 12 76 38％33％184029 8 一 2 20 19 68 43％29％185027 6 一 8 23 11 75 36％31％186027 6 一 12 30 16 91 30％33％187038 4 1 22 32 16 113 34％28％
188040 2 3 25 20 11 101 40％20％
189037 2 7 34 23 8 111 33％21％
190044 9 11 49 28 7 152 29％18％
註　1）Weisert（S．150f．）の1803－1973年の教員・付属施設勤務者数を土台
　　　　にして，教員数のみを再構成し，全教員数における（a）正教授，（b）私
　　　　講師の比率を付け加えた。
　　2）教員の職格
　　　　定員内教授　Etat－／Planmatlige　Professoren
　　　　　正教授　　　　Ordentliche　Professoren（Ordinarien）
　　　　　定員内準教授　Planmaβige　au3erordentHche　Professoren
　　　　定員外教授　Nichtordinarien
　　　　　客員教授　　　Honorarprofessoren
　　　　　定員外準教授　AutSerordentliche　Professoren
　　　　　私講師　　　　Privatdozenten
　　　　　その他（語学・委嘱）教員　andere　Lehrer（Lektoren，　Beauftragte）
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㈱　ハイデルベルク大学における信条別教員数（1827－1908）．
プロテス
^ソト カトリック ユダヤ 改宗ユダヤ 宗派合計
無宗教・
¥告なし
1827－1862
P862－1871
P872－1881
P8824891
P892－1908
49（82％）
S4（78％）
T8（74％）
V3（72％）
T3（69％）
6（10％）
U（11％）
X（12％）
P5（15％）
P3（17％）
1（2％）
Q（4％）
W（10％）
P0（10％）
X（12％）
4（7％）
S（7％）
R（4％）
R（3％）
Q（3％）
60
T6
V8
P01
V7
????
277（74％）49（13％）30（8％）16（4％） 372 34
zit．　n．　Jansen　S．26
㈹　ドイッ全大学における職階・信条別教員数
キリスト教徒
　　（％）
ユダヤ教徒
　（％）
改宗ユダヤ
教徒（％）
全教員
　正教授
　客員教授
　準教授
　私講師
全教員
　正教授
　客員教授
　準教授
　私講師
1272
694
　26
270
282
1751
795
　37
382
537
　1874／75
1152（90．6）
664（95．8）
　23（88．5）
236（88．5）
229（81．2）
　1889／90
1539（87．9）
742（93．4）
　33（89．2）
318（83．4）
446（82．2）
　1909／10
75（5．9）
10（1．4）
3（11．5）
24（8．8）
38（13．5）
135（　7．7）
22（2．7）
　4（10．8）
42（10．9）
67（12．4）
45（3．5）
20（2．8）
10（2．7）
15（5．3）
77（4．4）
31（3．9）
22（5，7）
24（4．4）
全教員 2715 2335（86．0） 213（7．9） 167（6．1）
正教授 991 922（93．1） 25（2．5） 44（4．4）
客員教授 114 92（80．8） 14（12．2） 8（7，0）
準教授 601 507（84．4） 53（8．8） 41（6．8）
私講師 1009 814（80．8） 121（11．9） 74（7．3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zit．　n．　Busch　S．160
上記の表の統計処理は，不正確さと杜撰さを免れ得ないが，全国規模でのユダヤ人
大学教員の全教員数に占める比率を概観的に知らせてくれる。
（すぎうら・ただお　元商学部教授）
